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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成26年4月10日(2014.4.10)

【公表番号】特表2010-532185(P2010-532185A)
【公表日】平成22年10月7日(2010.10.7)
【年通号数】公開・登録公報2010-040
【出願番号】特願2010-513727(P2010-513727)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｍ   5/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｍ   5/30    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年2月21日(2014.2.21)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００５】
　この仕事はメインクレームの特徴によって解決される。このために、ハウジングは、各
々その自由端の領域において少なくとも一つの支持面を持つ少なくとも一つの圧縮棒を有
する。ピストン－作動プランジャは支持面上に置かれている。圧縮棒のロック位置は、そ
のロックされた位置に置かれた作動エレメントによってしっかりと固定される。作動エレ
メントは、密封キャップ上でしっかりと置かれているロックされた位置を有する。作動エ
レメントは、ピストン－作動プランジャが開放された時に、圧縮棒を横方向に後退させる
作用をする引き金位置を有する。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００８】
【図１】二つの圧縮棒及び円錐状の襟面を有する使い捨て注射器を示す。
【図２】図１に関するものであるが、ロックが解除されたそして作動された状態である。
【図３】図２に関するものであるが、薬が放出された後の状態である。
【図４】二つの圧縮棒及び平らな前面端を有する使い捨て注射器を示す。
【図５】ロックされた位置において変形された二つの圧縮棒及び追加的に誘導されたピス
トン－作動プランジャを有する使い捨て注射器を示す。
【図６】図５に関するものであるが、ロックが解除され、そして作動された状態（仮想状
態）である。
【図７】図６に関するものであるが、空になったシリンダを有する状態である。
【図８】図５の直径方向から見た図である。
【図９】ロックされた位置において変形された二つの圧縮棒及び追加的な固定部を有する
使い捨て注射器を示す。
【図１０】図９の詳細な拡大図を示す。
【図１１】図９の詳細な拡大図を示すが、角度にして９０度だけオフセットされている状
態である。
【図１２】図９に関するものであるが、ロックが解除され、そして巻物が除かれることに



(2) JP 2010-532185 A5 2014.4.10

よって作動された状態（仮想状態）である。
【図１３】図１２に関するものであるが、空になったシリンダを有する状態である。
【図１４】図９の直径方向から見た図である。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２８】
　また、ピストン・スライド（７６）は中心円錐先端（７７）を有する。この先端（７７
）はピストン（１１１）の対応する窪地内に突き出る。このようにして、ピストン（１１
１）はまた、移動したピストン－作動プランジャ（６０）又はそれらの部分を中心揃えし
、そして誘導することが出来る。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４１】
　図５のように、バネフック（４２）の上方端で、ハウジング（１０）中に配列された状
態で、それが例えば溝中に締め付けられてある穿孔された誘導ワッシャー（１８）がある
。必要ならば、それはまたこの点でハウジング（１０）に接着される。誘導ワッシャー（
１８）は、シリンダ－ピストンユニット（１００）のピストン（１１１）の前においてピ
ストン・スライド（７６）を中心揃えする。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５６】
　本明細書において示されたハウジング（１０）を用いて、圧縮棒（２１）は、特別な後
ろグリップ側面（２５）を持つカム（２２）を有する。圧縮棒（２１）が変形されると、
これらの後ろグリップ側面（２５）は、少なくともほぼ中心線（５）と直交する面内に横
たわる。注射器が引き金を引かれると、それに従ってそれが端（８５）に亘って急激にラ
ッチを下ろす。引き金を引かれた後、それらも作動エレメント（８２）の戻り側面（８４
）上にしっかりとラッチを下ろされて置かれている。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６４】
　バネ荷重エレメント（５０）、必要な場合ピストン板及び例えば入手可能な圧縮棒（２
１）のベアリングローラーを除いて、先に述べられた使い捨て注射器の全ての部分はプラ
スチック又はプラスチック状又はゴム状の材料で作られる。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【００６５】
１　注射溶液；薬物
５　注射器の中心線、長手方向
６　（８２）の動きの作動方向、下方向の動きの方向矢印
８　ロックされる位置
９　作動位置、トリガ位置
１０　ハウジング、一体物
１３　外側面、シリンダ状
１６　隆起、レンズ状
１８　ガイドワッシャー
２１　圧縮棒
２２　カム
２３　支持面
２４　接触面
２５　後ろグリップフランク
２８　屈曲ビーム
３１　シェル領域
３３　開口部
３８　孔
３９　床
４１　シリンダ－ピストンユニットのための固定領域
４２　バネフック
４３　後方グリップ
５０　バネ荷重エレメント、ねじ式の圧縮バネ、バネエネルギ貯蔵部
５２　（２１）上のバネ荷重エレメント
５４　バネフック、短い
５５　戻り止めカム
５６　（８２）の環状溝
５７　（８２）の溝
５８　（８２）の前端
５９　（８２）の内壁
６０　ピストン－作動プランジャ
６２　パイロットピン
７３　プランジャ・ディスク
７４　襟面、平面状
７５  襟面、円錐状
７６　ピストン・スライド
７７　ピストン・スライド前端、円錐状
７９　ワッシャー
８０　作動ユニット
８１　作動キャップ
８２　作動エレメント
８３　広くなった領域
８４　帰りフランク
８５　縁、鋭い縁
８６　キャップ床
８７　ラッチ・タブ
８８　タブ付きノッチ
９０　オリジナルファスナー、帯飾り、保持エレメント
９１　接着ラベル
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９２　（９１）の主部分
９３　（９１）のキャップ部
９４　切り取り帯飾り
９５　切取りタブ
９６　ミシン目、所定の破壊点
１００　シリンダ－ピストンユニット
１０１　シリンダ
１０２　ラッチ・リブ
１０３　前端
１０４　接着リング
１０６　孔、ノズル
１０７　前端における窪み
１０８　シリンダ状床
１１１　ピストン
１１２　環状溝
１１４　密封リング、シール
１１９　密封フィルム
１２０　密封キャップ、接着剤シール
１２１　前端、上部
１２２　接触リンク
１２３　グリップチューブ
１２４　構造体、溝加工
１２５　ポットエリア
１２６　窓、両側
１２７　中空ストッパー
１２８　足
１３０　押しボタン安全装置、保持エレメント
１３１　爪
１３２　爪ノブ
１３３　爪ボルト
１３４　ブロック襟
１３５　ウエスト
１３６　戻り止めリンク
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジング（１０）を有し、少なくとも一つの機械的なバネエネルギ貯蔵部、活性成分
を充填するための少なくとも一つのシリンダ－ピストンユニット（１００）、少なくとも
一つのピストン－作動プランジャ（６０）、及び少なくとも一つの作動ユニット（８０）
が配置され、そこでバネエネルギー貯蔵部（５０）が少なくとも一つの予応力バネ荷重エ
レメントを含み、そしてそこでピストン－作動プランジャ（６０）の少なくとも一部がバ
ネエネルギ貯蔵部（５０）とシリンダ－ピストンユニット（１００）のピストン（１１１
）の間に位置する使い捨て注射器であって、
　－そこでハウジング（１０）が、各自由端の領域において少なくとも一つの支持面（２
３）を有する少なくとも一つの圧縮棒（２１）を有し、
　－そこでピストン－作動プランジャ（６０）がプランジャ・ディスク（７３）を有する
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支持面（２３）上に載り、
　－そこでピストン－作動プランジャ（６０）が、バネ荷重エレメント（５０）から背け
たその前端上に、少なくとも一定のエリアで平らな楔状の面、又は一定のエリアで単一切
頭円錐状面（７４、７５）を有し、該面が圧縮棒（２１）の支持面（２３）と接触してお
り、
　－そこで圧縮棒（２１）のロックする位置が、ロックされる位置（８）に位置する作動
エレメント（８２）によって固定され、
　－そこでハウジング（１０）の下方が作動エレメント（８２）によって取り囲まれ、作
動エレメント（８２）がハウジング（１０）の外側面（１３）上で長さ方向に動くように
なっており、作動エレメント（８２）が、ロックされる位置（８）を有し、そこで作動エ
レメントが密封キャップ（１２０）上で確実に載り、
　－そこで密封キャップ（１２０）が、シリンダ－ピストンユニット（１００）のシリン
ダー（１０１）の下方領域を囲み、そして
　－そこで作動エレメント（８２）が、トリガ位置（９）を有し、ピストン－作動プラン
ジャ（６０）が開放された場合圧縮棒（２１）の横方向への後退を生じさせる、
ことを特徴とする使い捨て注射器。
【請求項２】
　単一圧縮棒（２１）がハウジング（１０）上に各々成形され、そして弾性屈折ビーム（
２８）を表わすことを特徴とする請求項１記載の使い捨て注射器。
【請求項３】
　単一圧縮棒（２１）が、その自由端で、平らで先を切り取った円錐状又は球状の支持面
（２３）を有することを特徴とする請求項１記載の使い捨て注射器。
【請求項４】
　密封キャップ（１２０）が、作動エレメント（８２）の下方前面に重なっていることを
特徴とする請求項１記載の使い捨て注射器。
【請求項５】
　密封キャップ（１２０）が、シリンダ－ピストンユニット（１００）のシリンダ（１０
１）上で中心揃えされることを特徴とする請求項４記載の使い捨て注射器。
【請求項６】
　下方領域において、密封キャップ（１２０）が、中心線が注射器の中心線（５）と交差
するか、又は０．０１から５ミリメーターの距離で少なくとも横切る二つの向かい合った
窓（１２６）を有することを特徴とする請求項４記載の使い捨て注射器。
【請求項７】
　窓（１２６）が、中心線（５）に対して横切るように向いた幅を有し、これはシリンダ
－ピストンユニット（１００）のピストン（１１１）の少なくとも直径に対応する、こと
を特徴とする請求項６記載の使い捨て注射器。
【請求項８】
　作動エレメント（８２）が、密封キャップ（１２０）及びその上に固着されたオリジナ
ルファスナー（９０）との組合せで固定作動ユニット（８０）を形成することを特徴とす
る請求項１記載の使い捨て注射器。
【請求項９】
　オリジナルファスナー（９０）が、ミシン目（９６）を経て接着ラベル（９１）の残り
の領域の反対側に結合される接着ラベル（９１）の内側領域中に配置されるストリップ材
である切り取り式帯飾り（９４）を含む接着ラベル（９１）であることを特徴とする請求
項４記載の使い捨て注射器。
【請求項１０】
　切り取り式帯飾り（９４）が、作動エレメント（８２）及び密封キャップ（１２０）の
間に置かれた組立てジョイントを覆うか又は密封キャップ（１２０）に隣接することを特
徴とする請求項９記載の使い捨て注射器。
【誤訳訂正９】
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【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【図６】
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